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１００歳高齢者に対してお祝い状及び記念品が伝達されました

　９月２１日の老人の日の記念行事として、今年度中に１００歳を迎えられる「大正１５年４月１日から昭和２年３月

３１日」生まれの９名の方に対し、内閣総理大臣からのお祝い状と記念品を岩本町長がご本人へ伝達しました。

　また、９月１日現在の１００歳以上の高齢者数は吉賀町では２３名（男性２名、女性２１名）となっています。

　※島根県全体では１，１７４名（男性１４２名、女性１，０３２名）です。

安村　ツトメさん

（六日市）

桑原　秀子さん

（広　石）

寺戸　玉枝さん

（朝　倉）

成松　キヨノさん

（六日市）

村本　登美子さん

（抜　月）

大隅　君子さん

（上高尻）

長藤　尚子さん

（蔵　木）

堀田　定子さん

（大野原）

齋藤　ツル子さん

（朝　倉）

（順不同）
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新嘗祭献穀御抜穂式が執り行われました

　９月５日（土）、吉賀町立河内の献穀田において、令和８年度新嘗祭献穀御抜穂式が厳かに執り行われました。

　当日は島根県知事代理農林水産部長山本拓樹様をはじめ、多くの来賓や関係者が出席し、春の御田植式から大切に育て

られてきた稲の収穫が行われました。地元高校生や中学生の刈女の皆さんも色鮮やかな衣装に身を包み、黄金色に実った

稲穂を一株一株丁寧に刈り取り、献穀田に華を添えました。

　奉耕者の神手勇治さんは、「春の御田植式から多くの皆さんに支えていただき、無事に収穫の日を迎えることができま

した。献穀者としての責任を感じながら、最後まで丁寧に取り組みたいです」と述べられました。

　また、９月８日には、町長と奉耕者の神手さんらが丸山島根

県知事を訪問し、御抜穂式を無事終えたことを報告するととも

に、これまでのご支援とご協力に対する感謝をお伝えしました。

訪問の際には、献穀米の新米を丸山知事に手渡し、収穫を無事

迎えられた喜びを分かち合いました。

　なお、皇室へ献上する献穀米については、今後、必要な調整

などの作業を行った後、献上される予定です。

吉賀町サッカー連盟主催　吉賀町職域サッカー大会

　９月５日（土）真田グラウンド“よしかみらい” にて吉賀町サッカー連盟主催「吉賀町職域サッカー大会」を開催しま

した。職場や友人グループ等でチームを組み交流ゲームをする大会で、吉賀町内外のサッカー愛好者が集まり熱戦が繰り

広げられました。参加者は日頃の仕事を離れ、サッカーを通じて親睦を深めるとともに、チームワークや交流を図ること

が出来た貴重な時間となりました。

　当日は天候にも恵まれ心地よい秋夜の下、懸命にボールを追う熱のこもったプレーが繰り広げられ、珍プレーあり好プ

レーありで大変盛り上がった試合内容となりました。参加してくださった皆さん、ご協力いただいた皆さん、本当にあり

がとうございました。また一緒に盛り上がりましょう！

トピックス
話題・できごと
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大井谷棚田オーナーが稲刈りをおこないました

　９月１３日（日）に大井谷の棚田において、棚田オーナーが稲刈りを行いました。当日は朝からあいにくの雨模様でし

たが、オーナーさんは全員参加され、カッパを着て、ぬかるみに足を取られながらも、稲刈り作業に奮闘しておられました。

美味しい棚田米が届くのが楽しみですね。

また、９月２５日（金）には柿木小学校の５年生が稲刈りを行いまし

た。稲刈り後に食生活改善推進員さんから素敵なおやつの差し入れも

いただき楽しい１日となりました。小学校では今後、収穫した棚田米

で角寿司作りや、稲わらでしめ縄作りもされる予定とのことです。

第３回「有機の学校 in 吉賀町」を開催しました

　９月１日（火）、第３回「有機の学校 in 吉賀町」を開催しました。今回は今年度初めて、校長先生である千葉康伸（一

般社団法人次代の農と食をつくる会代表理事）さんをお迎えし、講師の森昭暢さんとお二人での開催でした。内容は、「学

校給食の供給量を増やすために播種時期や品種の選定、太陽熱消毒のメリットとデメリット」について学びました。

　木部谷大野原自治会館で行われた講義では、タマネギを直播する太陽熱消毒の方法を学びました。太陽熱消毒の後は、

マルチを開けてすぐに播種するのではなく雨が降るのを待ってから直播すると発芽しやすくなるなど、栽培管理のポイン

トについて説明を受けました。また、学校給食への供給量を増やすため、播種時期や品種を選び、計画的に野菜を栽培す

る方法についても学びました。さらに、「見える化アプリ」を活用し、肥料を抑えながら、持続性と収量を両立させる土

づくりについても説明をいただきました。

第３８回彫刻清掃

　９月２３日（水曜日・秋分の日）に宇部市において開催されたうべ彫刻ファンクラブ主催

の第３８回彫刻清掃に岩本町長のほか５名が参加しました。さわやかな秋晴れの下、篠﨑宇

部市長とともに「宇部産業祈念像（山内壮夫）」の説明をボランティアガイドから聞いた後に、

水洗いとブラッシングを行い、乾燥後の仕上げに蜜蝋を塗布しました。

　野外彫刻は、直接触れることができる芸術作品です。吉賀町内にも各地に野外彫刻があり

ますので、ぜひ触れてみてください。（夏季など作品が高温になっている場合がありますので

注意してください。なお、鏡面加工された作品は、触らないでください。）

　講義後には、参加者が日頃の農作業で感じている疑問や困りごとにつ

いて情報交換を行い、播種や定植の時期、栽培管理の方法などについて、

活発な質問や意見が交わされました。その後、実証圃場へ移動し、太陽

熱消毒用のマルチを張る際の畝づくりのポイントや、マルチをはがした

後の播種・定植のタイミングなど、今後の作付けに向けた準備や管理に

ついて実践的に学びました。

　次回の「有機の学校 in 吉賀町」では、タマネギの栽培管理や今後の生産の振り返り、次年度に向けた対策などについ

て学ぶ予定です。

トピックス
話題・できごと
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トピックス
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交通事故防止にむけて道路反射鏡寄贈

　９月２９日、島根県農業協同組合西いわみ地区本部、全国共済農業協同組合連

合会島根県本部、( 一財 ) 島根県農協共済福祉事業団の３団体の代表として来庁さ

れた島根県農業協同組合西いわみ地区本部の竹長隆本部長から、道路反射鏡３基

が寄贈されました。

　趣意書には、「交通事故防止活動に役立て、人命保護と被害軽減に寄与する」と

いう思いがつづられていました。寄贈を受けた岩本町長は謝意を表すとともに「町

内での交通事故防止のため活用させていただきます」と話されました。

秋の交通安全運動におけるテント村開設について

　秋の交通安全運動に伴い、『交通安全テント村』を９月２４日（木）真田ポケットパー

ク前、２８日（月）柿木大谷屋前において、それぞれ津和野警察署の協力を得て開設し、

岩本町長をはじめ、各地区の交通安全協会、交通安全母の会や交通指導員が交通安全の

啓発活動を行いました。柿木地区では柿木中学校の生徒と「ちびっこお巡りさん」に任

命された、かきのき保育所の園児も参加し、ドライバーに安全運転を呼びかけました。

日本スポーツマスターズ２０２６石川大会【全国大会】出場

　９月１９～２２日に日本スポーツマスターズ２０２６石川大会【全国大会】が石川県小松市で開催されました。島根県

社会人リーグ１部に所属する紫逅倶楽部から岩本岬・澄川広樹・大石起都登・山根寛貴の４選手が島根県代表として３試

合を行いました。１勝２敗でグループリーグ４位となり決勝トーナメントへは参加できず、悔しい結果となりましたが、

全国の高いレベルを肌で感じることができ、貴重な経験を得ることができました。

　今大会における地域・職場・家族等の皆様方から頂いた、ご支援・

ご声援のおかげで選手たちは素晴らしい環境でプレーすることができ

ました。皆様への感謝の気持ちを忘れず、今後の紫逅倶楽部の活動に

活かしていきます。

ケーブルテレビのお申し込みがスマホでカンタン！

　令和８年１１月から、サンネットにちはらのケーブルテレビはオンラインでもお申し込みいただけます！　２４時間い

つでも、ラクラク申込み！　スマートフォン等で下の二次元コードを読み取って、画面に沿って入力するだけ！　「わざ

わざ窓口まで行くのはちょっと…」という方にもおすすめです。

　※契約名義の変更、ケーブルテレビの廃止については、申請用紙でのお手続きをお願いします。

　【問合せ】鹿足郡事務組合サンネットにちはら　☎０８５６－７４－２０９９
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トピックス
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町所有公用車、物品の売払い

　町所有の消防車両および厨房用物品を、入札により希望者に売買します。希望される方は１１月１１日（水）１２時

００分までに申請書を提出ください。提出いただいた方には、あらためて入札日等についてご案内します。

※落札者は、入札金額に消費税及び地方消費税とリサイクル料金 (車両のみ )を加算した金額をお支払いいただきます。

【売払い条件】入札番号：８‐１

　・緊急車両装備品（赤色灯、サイレン等）の撤去、名義変更、自賠責保険の手続き、車検及び車両の運搬等は購入者が

　　行うこととします。

　・物件の引渡しは、売買代金の納入及び名義変更手続き等の完了を確認した後に行うものとします。

　・車については現状渡しとし、不備や故障、譲渡後の不調に対する補償は一切ありません。

【売払い条件】入札番号：８‐２、８‐３、８‐４、８‐５

　・物件の運搬等は購入者が行うこととします。

　・物件の引渡しは、売買代金の納入の完了を確認した後に行うものとします。

　・現状渡しとし、不備や故障、譲渡後の不調に対する補償は一切ありません。

　　※その他詳細については別途お問い合わせください。

【申し込み先】総務課　☎７７‐１１１１
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トピックス
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【問い合わせ】税務住民課　☎０８５６－７７－１８９１
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吉
賀
町
で
は
、数
年
前
ま
で
「
敬
老
の
日
」

の
あ
る
９
月
を
中
心
に
各
所
に
於
い
て
自

治
会
や
婦
人
会
、
或
い
は
有
志
の
方
々
の

ご
厚
意
に
よ
り
、「
敬
老
会
」
若
し
く
は
「
長

寿
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
一
時

期
は
そ
の
会
も
未
開
催
と
な
り
、
お
祝
い

品
を
配
布
す
る
地
域
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
会
が
再
び
開
催
さ
れ

る
地
域
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
「
敬
老
の
日
」
と
は
、
何
で

し
ょ
う
か
？
こ
の
日
は
、
国
民
の
祝
日
に

関
す
る
法
律(

祝
日
法)

に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
る
国
民
の
祝
日
の
一
つ
で
す
。
そ

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

敬
愛
し
長
寿
を
祝
う

Vol.102

岩本一巳

の
趣
旨
は
、「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し

て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
」
こ

と
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
従
来
は
９
月
15
日
と
し
て
い
た
も
の
を

２
０
０
３
年(

平
成
15
年)

か
ら
は
毎
年
９

月
第
３
月
曜
日
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

で
は
、
何
故
、
も
と
も
と
９
月
15
日
が
「
敬

老
の
日
」
と
な
っ
た
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？
実
は
、
か
つ
て
兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷

村(

後
に
八
千
代
町
を
経
て
現
在
の
多
可
町

八
千
代
地
区)

で
１
９
４
７
年(

昭
和
22
年)

に
村
主
催
の
「
敬
老
会
」
を
開
催
し
た
の
が
、

そ
の
起
源
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、

こ
の
村
の
村
長
で
あ
っ
た
門
脇
政
夫
氏
が
「
老

人
を
大
切
に
し
、
年
寄
り
の
知
恵
を
借
り
て

村
づ
く
り
を
し
よ
う
」
と
い
う
目
的
で
開
い

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
９
月
15
日
と
い
う
期

日
に
つ
い
て
は
、
農
閑
期
に
あ
た
り
気
候
も

良
い
９
月
中
旬
と
い
う
こ
と
で
決
め
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。
昭
和
22
年
当
時
は
、
戦
後

の
混
乱
期
で
子
供
を
戦
場
へ
送
っ
た
親
た
ち

も
多
く
、
精
神
的
に
疲
労
の
極
み
に
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
方
た
ち
に
報
い
る
べ
く
、
９
月

15
日
を
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
し
て
55
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
門
脇
氏
は
こ
の
よ
う
な

取
組
み
の
輪
を
広
げ
、
１
９
５
０
年(

昭
和

25
年)

に
は
兵
庫
県
が
、
続
い
て
１
９
５
１

年(

昭
和
26
年)

に
は
中
央
社
会
福
祉
協

議
会(

現:

全
国
社
会
福
祉
協
議
会)

が
、

そ
れ
ぞ
れ
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
定
め
、

１
９
６
６
年(

昭
和
41
年)

祝
日
法
で
国
民

の
祝
日
と
し
て
「
敬
老
の
日
」
が
制
定
さ
れ
、

２
０
０
２
年(

平
成
14
年)

ま
で
続
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
柿
木
・
白
谷
・
下
須
地

域
「
敬
老
祝
賀
会
」、
蔵
木
地
域
「
長
寿
を
祝

う
会
」
か
ら
ご
案
内
を
頂
き
、
各
々
の
会
に

出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
主
催
団
体
の
皆

さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
に
よ
り
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
終
始
和
や
か
に
食
事

を
し
た
り
、
出
し
物
を
み
た
り
と
、
と
て
も

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜

き
、
わ
が
町
の
礎
を
築
い
て
頂
い
た
人
生
の

諸
先
輩
方
に
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
内
で
穏
や

か
な
時
間
を
お
過
ご
し
頂
く
こ
と
を
お
祈
り

＜蔵木地域長寿を祝う会の様子 (９／２０開催 )＞

致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
町
内
ご
在
住
で
百
歳
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
る
皆
様
に
対
し
て
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
お
祝
い
の
物
品
が
送
達
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
去
る
９
月
21
日(

月)

・
25

日(

金)

ご
本
人
様
、
ご
家
族
の
皆
様
に
伝
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う
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ま
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。
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柿木地域⇒ビ・容

水 木 金 土
４　はとのゆ休館日 ５

松ヶ丘病院通院バス運行日

６

ストレッチ教室

はじめの一歩

７

１１　はとのゆ休館日 １２

きらきら広場

手話通訳者設置日

１３

行政相談所等開設日

１４

１８　はとのゆ休館日 １９

障がい者就労相談会

松ヶ丘病院通院バス運行日

２０

特設人権相談所

骨折・転倒予防教室

２１

２５　はとのゆ休館日

大腸がん検診回収日

２６

手話通訳者設置日

２７

ストレッチ教室

脳活倶楽部

２８

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

朝倉・七日市⇒カ・容
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朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商

朝倉・七日市⇒粗・容

納期限のお知らせ

〈納付書払いの方〉

１１月３０日（月）

〈口座振替の方〉

１１月３０日（月）

〈11 月納付対象科目〉

固定資産税（３期）

水道料金

下水道使用料

集落排水処理施設使用料

　　　　（９・１０月分）

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火
１

きん祭みん祭農業文化祭

　　　　　　　（六日市会場）

２ ３　文化の日

８　柿の里休館日

　　（はとのゆ通常営業）

９

松ヶ丘病院通院バス運行日

１０

妊婦・乳児健康相談

ストレッチ教室

１５

きん祭みん祭農業文化祭

　　　　　　　　（柿木会場）

１６ １７

ストレッチ教室

ひきこもり相談

２２ ２３　勤労感謝の日 ２４

妊婦・乳児健康相談

幼児健診

からだ爽快教室

松ヶ丘病院通院バス運行日

大腸がん検診回収日

２９ ３０

２０２６年（令和８年）

　　１１月　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒カ・容

朝倉・七日市⇒資

柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容
河津・金山谷

⇒粗・容・ビ・有・カ・商

蔵木・六日市

　　　　⇒ビ・有・商

蔵木・六日市⇒粗・容
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保健だより
健康・食育・予防
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保健だより
健康・食育・予防
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子どもとお母さんの健康

≪妊婦・乳幼児健康相談≫

　日時・会場：１１月１０日（火）

　　　　　　　　１０：００～１１：３０

　　　　　　　　かきのき保育所

　　　　　　　１１月２４日（火）

　　　　　　　　１０：００～１１：３０

　　　　　　　　吉賀町保健センター

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

≪きらきら広場≫　※要予約

　日時・会場：１１月１２日（木）

　　　　　　　　１０：００～１１：２０

　　　　　　　　（午後～育児相談）　吉賀町保健センター

　内　　　容：幼児と保護者を対象に、ふれあい遊び、

　　　　　　　製作遊び、子育て相談などを実施します。

　申　込　み：１１月９日（月）まで

　問　合　せ：役場保健福祉課

≪幼児健診≫

　日時・会場：１１月２４日（火）１３：００～

　　　　　　　吉賀町保健センター

　対　象　児：１歳６か月児（令和７年４月～５月生）

　　　　　　　２歳児（令和６年６～７月生）

　　　　　　　３歳児（令和５年６～７月生）

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

大人の健康

≪テーミル運動教室≫

　会　場：吉賀町福祉センター

　講　師：小川恵子さん

　実施日：１１月５日、１２日、１９日

　　　　　１３：３０～１５：００

　会　費：会員月１，０００円、準会員１回５００円

　内　容：筋力アップ、運動不足解消

　申込み：役場保健福祉課、柿木地域振興室

保健だより
健康・食育・予防

≪障がい者就労相談会≫（エスポア）

　日時：１１月１９日（木）

　場所： 吉賀町保健センター

　予約：益田障がい者就労生活支援センター

　　　　☎０８５６‐２３‐７２１８

　　　 １１月１６日（月）までにお申し込みください。

行き

　８時３０分　発 六日市庁舎

　８時５０分 七日市駅

　９時０５分 柿木庁舎

１０時００分　着 病院

帰り

１１時３０分　発 病院

１２時４０分 柿木庁舎

１２時５０分 七日市駅

１３時００分　着 六日市庁舎

≪松ヶ丘病院通院送迎バス≫（３日前までに予約必要）

　１１月の運行日：５日（木）　　９日（月）

　　　　　　　　１９日（木）　２４日（火）

　予約先：よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　☎７７‐１５５２

≪ひきこもり相談≫※要予約

　日　時：１１月１７日（火）

　予約先：よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　☎７７‐１５５２

　　　　 １１月１２日（木）までにお申し込みください。

≪大腸がん検診について≫

　実施方法：検査キットは、検診実施日の２週間前頃にご

　　　　　　自宅へ郵送します。ご都合のよい回収場所で

　　　　　　ご提出ください。

　【１１月２４日（火）】

　　８：３０～１７：１５　保健福祉課・柿木地域振興室

　　９：００～　９：３０　蔵木公民館・朝倉公民館

　　９：４５～１０：１５　七日市公民館

　【１１月２５日（水）】

　　８：３０～１０：００　保健福祉課・柿木地域振興室

　料　　金：無料

　申込〆切：１０月３０日（金）

　申 込 先：役場保健福祉課　☎７７‐１１６５

≪はじめの一歩≫

　日　時：１１月６日（金）１４：００～１５：３０

　場　所：吉賀町保健センター

　内　容：就労に関すること　

　講　師：益田障がい者就労生活支援センター　エスポア

　予約先：よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　☎７７－１５５２
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介護予防教室

≪ストレッチ教室≫

　時　間：１０：００～１１：００

　内　容：ゴムバンドを使ったストレッチ、トレーニング

１１月の日にち・会場 送迎予約〆切日

　６日（金）柿木公民館 １１月　３日（火）

１０日（火）吉賀町保健センター １１月　５日（木）

１７日（火）七日市公民館 １１月１２日（木）

２７日（金）蔵木公民館 １１月２４日（火）

保健だより
健康・食育・予防

≪からだ爽快教室≫

　日時：１１月２４日（火）１３：３０～１５：００

　会場：七日市公民館

　内容：シニアヨガ

≪骨折転倒予防≫

　日時：１１月２０日（金）１３：３０～１５：００

　会場：吉賀町ふれあい会館

　内容：家でできる体操の指導など

≪脳活倶楽部≫

　日時：１１月２７日（金）１３：３０～１５：３０

　会場：吉賀町福祉センター

　内容：脳トレ、レクリエーション、ｅスポーツ等

ご家庭に読み終わった書籍はありませんか？

～ホンデリングプロジェクト活動～

　このプロジェクトは、新書・文庫本・ＣＤ・ＤＶＤ・ゲームなどをご寄贈いただき、寄贈により集まった古本等を売却

します。そしてその売却代を犯罪被害者支援センターに寄付することで、犯罪被害に遭われた方々への支援活動に役立て

るプロジェクトです。島根県警と島根被害者サポートセンターが実施しています。

　あなたの本が、犯罪被害に遭って身体や心を傷つけられたり、大切なものを失ったりして苦しんでいる方たちへの支援

活動へつながります。ご自宅に眠っている本がありましたらご協力のほどよろしくお願いします。

　【収　集　期　間】令和８年１１月２日（月）～２０日（金）

　【収　集　場　所】吉賀町役場本庁舎、柿木庁舎、蔵木公民館、朝倉公民館、七日市公民館、柿木公民館

　【収　集　書　籍】本・ＣＤ・ＤＶＤ・ゲーム

　【収集できない物】裏表紙に「ＩＳＢＮ」から始まる番号が無い本・雑誌・コンビニコミック・百科事典

 　　　　　　　　　起動しないゲーム機やソフト・ディスクがひどく傷ついているもの

　　　　　　　　　 ケース及びディスクが欠品しているゲームやＣＤ、ＤＶＤ

　【問　合　せ　先】保健福祉課　☎７７－１１６５

吉賀町日本語教室のお知らせ

　吉賀町に住む外国人住民を対象に日本語教室を開催します。教室では講師の方が用意した教材で対話（コミュニケーショ

ン）の力をつけることをメインに、「つながる力」を養っていきます。そこで、外国人の学習支援及び講師の補助をして

いただけるボランティアの方を募集します。参加出来る範囲で構いません。専門知識などは不要です。どなたでも大歓迎

です！

開催日・場所 蔵木公民館（蔵木会場） 基幹集落センター（六日市会場） 七日市公民館（七日市会場）

毎月第２日曜日 １０：００～１１：３０ １３：３０～１５：００ １６：００～１７：３０

《１１・１２月の予定》１１月８日（日）　１２月２０日（日）※１２月は第３日曜日

【問合せ先】税務住民課　☎０８５６‐７７‐１１１３　jyumin@town.yoshika.lg.jp
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リサイクルプラザ工房　体験教室募集

　【日　時】（１１月）１４、２１、２８日　　（１２月）１２、１９、２６日　各日９：００～１１：４５

　【内　容】ガラスフュージョン：ガラスの破片を使用してペンダント、ブローチ、置物など

　　　　　 裂き織り：古布、古毛糸を織り機を使ってテーブルセンターなど

　　　　　 いろいろなエコバック：傘布、カレンダーなど工房で用意しています

　【問合せ】鹿足郡不燃物処理組合　☎７７‐１６０１
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島根県民手帳（２０２７年版）発売

　ふるさとの行事や統計など島根の情報が満載の島根県民手帳を販売しています。購入を希望される方は、販売場所まで

お越しください。※数に限りがあります。

　【手帳価格】一冊７００円

　【販売場所】企画課

特設人権相談所の開設について

　法務大臣から委嘱された人権擁護委員が相談を受けます。相談は無料で秘密は守ります。予約は不要です。

【日時・会場】１１月２０日（金）９：００～１２：００　吉賀町福祉センター

益田人権擁護委員協議会／松江地方法務局益田支局　☎０８５６‐２２‐０４２９

吉賀町農業水利施設電気料金高騰緊急対策事業について

【事業の目的】

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響により電気料金が高騰し、農業者の負担が増大している中、農業者の負担

　軽減に資するとともに農業水利施設の適切な維持管理の確保を目的として、農業水利施設管理者に対し補助金を交付し

　ます。

【事業の内容】

　対　　象　　者：農業水利施設を維持管理する水利組合等の管理者

　対　象　施　設：農事用電力Ａの電力を使用する揚水施設、頭首工、その他町長が認めるもの

　補助金額の算定：令和３年から令和４年の【基本料金】【電力量料金】【燃料費調整額】の単価平均から、

　　　　　　　　　令和８年高騰分を算定。その高騰分合計額の７／１０を交付。（１，０００円未満は切捨て）

　対　象　期　間：令和７年１０月分から令和８年９月分

　申　請　期　間：令和８年１０月から令和９年２月末

　※詳細については、役場建設水道課　☎０８５６‐７９‐２２１２へお問い合わせください。

行政相談所開設について

　吉賀町の行政相談委員が、住民の皆様から国の行政などへの意見・要望等を受け付け、その解決のための助言や関係機

関に対する通知等を行います。相談は無料です。お気軽にお越しください。

【日時・会場】１１月６日（金）午前１０時～正午まで　吉賀町ふれあい会館

司法書士無料法律相談について

　遺産相続、遺言、不動産売買、名義変更、お金の貸し借り、ローンの返済、裁判、調停、成年後見等高齢者の財産管理、

悪質商法など、さまざまな法律相談に応じます。相続登記でお悩みの方はこの機会にぜひご相談ください。

【電話相談】※随時受付

　連 絡 先：☎０８５２－６０－９２１１

　受付期間：月・火・木　正午～午後３時まで

【面談相談】※完全予約制

　日　　時：１１月１９日（木）午後１時～午後５時まで

　面談場所：益田市人権センターあすなろ館（益田市須子町３－１）

　予約方法：電話相談と同じ連絡先に電話して予約を行ってください。
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国民年金の任意加入制度のご案内

　６０歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない場合や、４０年の納付済期間がないため老齢基礎年金を満額受

給できない場合などで年金額の増額を希望するときは、６０歳以降でも国民年金に任意加入することができます。（厚生

年金保険、共済組合等加入者を除く）ただし、申出のあった月からの加入となり、遡って加入することはできません。（６０

歳の誕生日の前日より任意加入の手続きをすることができます。）なお、保険料の納付方法は、口座振替が原則となります。

　【任意加入する条件】

　次の１～４のすべての条件を満たす方が任意加入することができます。

　１.日本国内に住所を有する６０歳以上６５歳未満の方

　　　※日本国籍を有しない方で、在留資格が「特定活動（医療滞在または医療滞在者の付添人）」や

　　　 「特定活動（観光・保養等を目的とする長期滞在または長期滞在者の同行配偶者）」で滞在する方を除く

　２.老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方

　３.２０歳以上６０歳未満までの保険料の納付月数が４８０月（４０年）未満の方

　４.厚生年金保険、共済組合等に加入していない方。上記の方に加え、次の方も加入できます。

　　・年金の受給資格期間を満たしていない６５歳以上７０歳未満の方

　　・外国に居住する日本人で、２０歳以上６５歳未満の方

　【手続に必要なもの】

　基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの、預金通帳及び金融機関の届出印をご持参ください。

家屋滅失について

　住宅や倉庫などの家屋の全部または一部を取り壊したときは、手続きが必要です。必ず取り壊した年の年末までに手続

きをしてください。固定資産税は、毎年１月 1 日（賦課期日）現在の状況で課税されます。そのため、家屋を取り壊した

翌年度（令和９年度）から課税されなくなります。

１.登記がされている家屋を取り壊した場合

　法務局で建物滅失登記の申請をしてください。

　滅失登記の申請が１２月末日までに間に合わない場合は、「家屋滅失届」を税務住民課又は柿木地域振興室まで提出し

　てください。

２.登記されていない家屋を取り壊した場合

　家屋を取り壊したら、「家屋滅失届」を税務住民課又は柿木地域振興室まで提出してください。

　家屋滅失届に基づき現地確認を行い、翌年度の課税対象から除きます。

※住宅を取り壊した場合、土地に対する固定資産税の税額が変わる場合があります。住宅が建っている土地（住宅用地）は、

　「住宅用地に対する課税標準の特例」が適用され、固定資産税が減額されています。そのため、住宅を取り壊すと、そ

　の特例の適用から外れることになります。

【新築・増築・改築家屋の調査について】

　令和９年１月１日までに、家屋（倉庫・車庫等含む）を建築された方は、令和９年度より固定資産税が課税されます。

第３回「就労のためのパソコン講習（基礎＆応用編）」

【日時・場所】１日目：１２月２日（水）　２日目：１２月３日（木）　３日目：１２月４日（金）

　　　　　　 各日　９：３０～１６：００　ソコロシステムズ益田教室

【参　加　費】無料（テキスト代含む）

【申　込　先】就職サポートセンター島根　レディース仕事センター　☎０８５５‐２５‐５２０７
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況９月≫

●貸出総数　２５４８冊

●貸出人数　　３５５人

●来館者数　　４６９人

[１１月の休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

・１１月１日（日）きん祭みん祭農業文化祭ため休館。

・１１月２５日（水）図書整理のため休館。

・地域の公民館に返却ポストがありますのでご利用ください。

【読書感想画の展示と出張図書館のお知らせ】
　１１月１日（日）きん祭みん祭農業文化祭六日市会場の体育館内にて、町内の保育所園児のみなさんが描いた読書感想

　画を展示いたします。毎年たくさんの作品が並び、個性豊かな絵であふれています。

　また、１１月１５日（日）きん祭みん祭農業文化祭柿木会場には、図書館車みたい号が行きます。持参した図書の貸出

　や返却も受け付けます。初めての方もどうぞご利用ください。

【お薦めの本の展示】
　１０月２４日（土）から１１月２１日（土）まで、町内の小中学校と高校の学校図書館司書さんたちと町立図書館の職

　員が選んだお薦めの本の展示をいたします。選んだ本に紹介のポップを作成して一緒に並べています。本は貸出もでき

　ますので、ぜひご覧ください。

【秋の壁飾り】
　館内の壁飾りを秋の雰囲気にしています。暑かった夏も終わり、ハロウィンや紅葉の飾りで季節を感じていただければ

　と思います。また読書週間が１０月２７日から１１月９日までとなっています。読書に良い季節ですので、どうぞ図書

　館にご来館下さい。

吉賀町立図書館

柿木公民館

　芸術の秋、イベントも多く開催され音楽や美術などに触れることで、心も豊かに。暦の上では、冬に入り、もっとも秋

の深まりを感じる頃になりました。１１月初旬の立冬を境に、冬の季節に入ります。旧暦の上では、仲冬にあたり、本格

的な冬を迎え、霜が降りる頃ということで「霜月」と呼ばれています。

【今月の本の紹介】
　歩く　マジで人生が変わる習慣　　　　　池田　光史

　無敵化する若者たち　　　　　　　　　　金間　大介

　川がつくった川、人がつくった川　　　　大熊　孝

　人生七転び八起き　　　　　　　　　　　児玉　利雄

　雷電　　　　　　　　　 　　　　　　　 梶　よう子

　ネタバレあり双紋島の殺人　　　　　　　下村　敦史

　ここはこどものいない国　　　　　　　　武田　綾乃

　夏帆　　　　　　　　　　　　　　　　　村上　春樹

　ときときチャンネル宇宙飲んでみた　　　宮澤　伊織

　片田舎のおっさん剣聖になる　　　　　　佐賀崎　しげる

　ぼく　モグラ　キツネ　馬　　　　　　　チャーリー・マッケジー

　なんでやねん　　　　　　　　　　　　　中川　ひろたか

　だいじょうぶ？ズコッ　　　　　　　　　鈴木　翼

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日
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　《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
三
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

争
い
・
戦
争
は
現
在
今
も
尚
絶
え
間
な
く
全

世
界
各
地
で
お
こ
っ
て
い
る
。
反
面
、
戦
争
根

絶
・
核
散
廃
止
廃
絶
、
又
、
平
和
学
習
な
ど
反

戦
活
動
の
諸
情
勢
の
中
鑑
み
る
に
か
つ
て
の
大

戦
で
遂
に
米
軍
は
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
広
島

市
に
原
子
爆
弾
を
投
下
し
た
。
此
の
悲
惨
・
惨

事
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
こ
こ
で
は
此
の
広

島
よ
り
凡
そ
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
当

吉
賀
地
方
に
於
い
て
其
の
影
響
を
感
知
し
た
事

を
こ
こ
に
誌
置
く
。
是
は
六
日
市
区
内
の
一
古

老
様
が
当
日
、
牛
馬
用
の
草
刈
り
で
山
の
頂
に

い
た
処
、
此
の
八
月
六
日
早
朝
「
ド
ド
ー
ン
ッ
」

と
云
う
爆
発
音
が
聞
え
た
。
す
る
と
東
山
山
頂

上
空
の
雲
間
よ
り
太
陽
の
光
線
を
交
え
赤
紫
色

の
光
線
を
目
測
で
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
目
認

す
。
し
ば
ら
く
し
て
周
辺
の
人
々
か
ら
も
「
是

は
隣
り
の
錦
町
か
本
郷
へ
ん
に
で
も
何
ん
か
米

軍
の
爆
弾
か
が
落
ち
た
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
い
」
と

云
う
噂
話
で
持
ち
切
り
と
な
っ
た
。
た
だ
瞬
時

の
事
で
あ
っ
た
と
云
う
。
又
、
町
内
、
朝
倉
・

注
連
川
区
内
で
は
何
ん
と
も
不
明
な
る
大
き
な

物
音
が
「
ド
ゥ
ー
オ
ー
ッ
」
と
聞
え
そ
し
て
野

良
山
野
の
キ
ジ
バ
ト
や
山
鳥
な
ど
が
一
斉
に
羽

音
と
共
に
飛
び
立
っ
た
と
云
う
。
此
の
様
に
当

時
か
ら
し
て
原
子
爆
弾
な
る
も
の
は
底
知
れ
ぬ

威
力
が
あ
っ
た
も
の
と
是
が
本
町
に
お
け
る
核

爆
弾
の
悲
惨
さ
そ
し
て
全
て
の
生
命
体
を
根
底

か
ら
破
壊
す
シ
ナ
リ
オ
共
々
に
実
話
と
し
て
伝

承
す
も
の
で
あ
る
。

ちょうみんひろば

　《
寄
稿
》

う
れ
し
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

稲
刈
も
終
っ
た
様
だ
。
今
日
は
婦
人
会
よ
り

敬
老
の
日
を
頂
い
た
。
認
め
て
も
ら
っ
て
い
た

ん
だ
と
思
う
と
目
が
し
ら
が
痛
く
な
る
。
前
小

学
校
・
中
学
校
へ
行
き
、
色
々
と
交
流
し
て
い

た
事
を
思
い
出
す
。
交
流
し
て
は
勉
強
も
さ
せ

て
も
ら
っ
た
の
だ
。
今
は
小
学
生
が
黄
色
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
中
に
し
て
歩
い
て
行
く
姿
を
見

て
は
私
の
心
を
ホ
ッ
ト
さ
せ
て
い
る
の
だ
。
又

ホ
ー
ム
に
来
て
「
バ
ア
ち
ゃ
ん
」
来
る
ま
で
呼

ん
で
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
お
祝
い
頂
い

た
事
何
も
出
来
ま
せ
ん
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
礼
の
気
持
を
広
報
通
じ
て
伝
え
て

頂
け
れ
ば
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
婦

人
会
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
礼
の
言
葉
と
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　《
俳
句
》

鴨
う
ま
る
る
可
愛
い
の
で
見
に
き
ま
へ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

球
根
を
植
え
春
待
つ
老
の
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

灯
が
消
え
し
山
賊
砦
虫
の
こ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

中
秋
や
月
は
ぼ
ん
や
り
見
え
隠
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

今
日
も
さ
さ
え
ら
れ
な
が
ら
生
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

ル
ワ
ン
ダ
の
折
り
鶴
届
く
広
島
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

　《
寄
稿
》

逆
送
流
行
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

近
年
、
高
速
道
で
も
一
般
道
で
も
車
の
逆
送
が

メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
直
近
の
高
市

首
相
の
非
核
三
原
則
の
発
言
も
、
こ
れ
ま
で
の

歴
代
首
相
に
は
な
か
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
て

こ
れ
も
逆
送
と
言
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
車
や
政
権
や
台
風
の
逆
送
は
私
達
一
市
民

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
…
。
一
つ
私
の
周
り
で
起
き
た
面
白
い
？

逆
送
を
紹
介
し
ま
す
。
春
に
庭
に
10
本
の
向
日

葵
を
植
え
て
見
事
に
咲
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

花
が
太
陽
を
追
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
ま
せ

ん
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
ず
っ
と
東
を
向
い
た
ま

ま
で
す
。
夕
方
、
10
本
共
夕
日
に
背
を
向
け
て

い
て
向
日
葵
の
本
分
に
逆
ら
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
る
で
、「
貴
方
達
の
思
う
よ
う
に
は
な
ら

な
い
ぞ
」
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
で
少
し
滑
稽

で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
以
前
か
ら
向
日
葵
は
太
陽
を
追
っ
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
今
流
行

り
の
逆
送
の
一
つ
か
と
思
う
反
面
、
こ
う
言
う

こ
と
は
当
り
前
な
の
か
？
。
是
非
、
専
門
家
の

意
見
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
も
し
向
日
葵
が
逆
送
で
あ
れ
ば
笑
っ
て

い
ら
れ
ま
す
が
、
車
、
政
権
（
台
風
は
別
と
し

て
）
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
有
り
ま
せ

ん
。
是
非
、
正
し
て
頂
き
た
い
も
の
だ
と
向
日

葵
を
見
て
拙
い
知
識
の
私
が
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
皆
さ
ん
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

秋
雨
に
「
え
え
う
る
い
よ
」
と
農
夫
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

山
の
端
の
月
に
重
な
る
松
一
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

新
藁
の
匂
い
に
む
せ
し
注
連
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

外
に
佇
つ
や
方
三
里
余
の
豊
作
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

秋
麗
「
コ
ー
ヒ
ー
い
れ
て
」
と
夫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

山
寺
は
住
ま
ず
添
水
の
鳴
っ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　
《
川
柳
》

空
っ
ぽ
財
布
蓄
え
も
な
い
利
子
上
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

何
も
無
し
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

シ
オ
カ
ラ
は
竿
が
好
き
か
な
来
て
止
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

さ
あ
や
る
ぞ
よ
っ
こ
い
し
ょ
う
い
ち
今
日
も
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

淋
し
い
が
運
転
出
来
ず
お
留
守
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

う
れ
し
さ
に
心
の
ふ
れ
あ
い
感
謝
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

雑
草
は
猛
暑
知
ら
ず
で
元
気
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

ゴ
ミ
出
し
日
や
っ
と
の
思
い
で
重
い
ゴ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

夢
の
中
う
ま
く
行
く
の
に
な
ぜ
で
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子
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お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
９
月
届
出
）

　

笠
江　

五
男　
　
　

さ
ん　

85
歳　
　

柿
木

　

齋
藤　

ミ
ネ
子　
　

さ
ん　

106
歳　
　

白
谷

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
う
み
ん
ひ
ろ
ば
」
に
つ
い
て

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
、
超
え
る
も
の
は
掲

　

載
を
見
送
り
ま
す
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
常
用
漢
字
を
用
い

　

て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

　

し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範

　

囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

ちょうみんひろば

吉賀町の人口・世帯数（令和 8年 9月 30 日現在）
　人口　5,297 人 (-9)　　男　2,575 人（-2）　　女　2,722 人（-7）　　世帯数　2,878 世帯（-3）

財
産
は
健
康
だ
よ
と
友
は
笑
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

音
は
す
る
回
る
気
ゼ
ロ
な
扇
風
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

日
め
く
り
が
油
断
を
す
る
と
遅
れ
が
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

彼
岸
花
荒
れ
地
に
咲
い
て
２
０
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

蝉
が
や
み
百
舌
鳥
が
キ
イ
キ
イ
山
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

「
糊
付
け
干
そ
う
」
と
鳴
く
時
鳥
早
天
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村　

ツ
ト
メ

見
て
ト
マ
ト
口
が
キ
ュ
ウ
リ
と
間
違
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

風
呂
上
が
り
パ
ジ
ャ
マ
を
着
せ
る
お
姉
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

一
恵

ど
こ
に
行
く
？
日
付
と
天
気
に
ら
め
っ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内　

さ
く
ら

推
し
の
人
昔
は
ひ
ば
り
今
ミ
セ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸　

昌
子

　《
短
歌
》

老
い
病
と
二
度
目
の
夏

　

友
か
ら
の
「
元
気
そ
う
だ
ね
」
の
声
嬉
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

銀
杏
の
緑
に
肘
つ
き
て

　

別
れ
越
し
日
の
夫
を
想
ほ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

秋
寒
む
に
羽
織
る
衣
は
厚
さ
増
す

　

彼
岸
花
咲
き
心
豊
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

炊
事
し
つ
母
に
教
は
り
し
啄
木
の

　

詩
歌
の
歌
を
く
ち
ず
さ
み
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

幾
世
代
耕
し
継
い
だ
石
畑

　

い
ま
は
戻
り
つ
元
の
は
ら
野
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
尻　

和
好
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